
2023年10月から、カナダ・トロントのUnivers i ty  Heal th  
NetworkのFehlings LabでResearch Fellowとして勤務を開始
し、本稿執筆時点で早くも1年半が経過しました。

生まれてから北海道外に居住した経験がなかった私にとって、
海外留学には漠然とした憧れがありながらも、不安の方が圧倒
的に大きかったことを覚えています。 渡航後は、英語でのコミュ
ニケーションや、研究・仕事に対する姿勢の違いに戸惑うことも
多々ありましたが、そのような環境にもすっかり慣れて、妻と子
供たちと共にトロントでの生活を楽しむことができています。
（但し、英語は全く上達しておりません）

カナダと言えば寒いイメージがあると思いますが、トロントに関
して言えば北海道とほぼ同緯度であり、冬の寒さに苦しむことは
あまりありませんでした。 春～秋にかけてはとても過ごしやす
く、居住地から徒歩10分くらいでたどり着けるオンタリオ湖沿い
の散歩はとても気持ちが良いです。

また、トロントは人種の多様性も特徴の一つで、そのような背景
もあってか、基本的に皆優しく、差別的な対応を受けることはほ
とんどありません。 人種の多様性ゆえの食文化の多様性も面白
く、今まで日本で馴染みがなかった料理を食べる機会も多くあ
り、色々な国を旅しているような気分が味わえます。

経済面では、北米はどこもそうでしょうが、家賃は非常に高く、食
費も日本の1.5～2倍くらいかかる印象です。 その一方で、トロ
ント（オンタリオ州）では処方薬を除く医療費は無料であり、また
子供たちの学費（日本人の補習校を除く）も無料で、米国よりは
経済的に住みやすいのではないかと思っています。

研究に関しては、Fehlings Labでは脊髄疾患、特に脊髄損傷と
頚椎症性脊髄症を扱っており、私は大学院生時代の研究を活
かす形で脊髄損傷の研究に従事しています。 研究そのものに
関する学びはもちろん多くありますが、研究費の獲得に対する
姿勢やtipsなど研究そのもの以外でも学ぶことが多くあり、いず
れも帰国後の自分の糧になると思います。 また、一度日本を離
れることで、日本の研究者に足りないことと、日本の研究者の良
いところの両方を感じることができ、今後は前者を埋めつつ後
者を活かしていきたいと思っております。

最後に、このような貴重な海外留学の機会を与えてくださった
北海道大学脳神経外科の藤村幹教授、医局および関連病院の
多くの先生方、海外生活を支えてくれている家族に、この場をお
借りしてお礼申し上げます。 

また、海外留学へのご支援をいただいた上原記念生命科学財
団の関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

上原記念生命科学財団のご支援をいただき、モントリオールで
ポスドクとしての新生活が始まり半年が経過しました。

出発の日の関西国際空港で感じたワクワクは、その情景と共に
半年たった今も鮮明に思い起こされます。 経由地のバンクー
バーに降り立つと案内はすべて英語になり、最終目的地のモン
トリオールに着くと全てがフランス語に変わり、それとともに私
の心はワクワクからハラハラへと変わりました。 

モントリオールの属するケベック州はカナダで唯一、フランス語
のみを公用語とする州です。 バイリンガルの方が多いのも事実
ですが、街中で英語の表示を見かけることは稀で、フランス語が
わからないと生活は少し苦労します。 当時、私の知っているフラ
ンス語は「ボンジュール」くらいで、出口の表記すらわからず、間
違えて非常出口を開けてしまいサイレンが鳴り響くこともありま
した。 研究業務と並行してフランス語夜間学校に通うことによっ
て言葉が理解できるようになるにつれ、モントリオールの石畳と
赤レンガの街はより色鮮やかに見えるようになりました。 毎朝こ
の赤レンガの古い建物の間を通り抜けて通勤していますが、赴
任した当初とはまるで違う景色のように感じます。

研究室のボスであるKolta教授は一見厳しそうに見えますが非
常に気さくな方です。 絶えず誰かが孤立してないか気を配り、
すぐに手を差し伸べてくださります。 おかげで研究室にすぐに
馴染むことができました。

当初は大学院で携わった咀嚼運動に関する神経生理学的研究
を行う予定でしたが、研究室の事情もあり紆余曲折を経て、現在
は顎関節の慢性疼痛に関する神経生理学的研究をさせていた
だいています。 

論文でしか触れたことのなかった機器が研究室に所狭しと並ん
でおり、その原理や使い方を覚えるだけで精一杯で、毎日が英
語とフランス語による情報の嵐でした。 当初は何がわからない
のかもすぐにわからず、質問したくとも上手く質問できず「Yes!」
か「Oui!」と返事するばかりで、ボスから「日本人はいつもYesし
か言わないのは本当だ」と冗談をよく言われましたが、最近は
簡単なことならフランス語でも説明できるようになり、その認識
を払拭できたのではないかと自負しております。

現在は年内に論文を出すことを目標に研究に取り組み、充実し
た日々を過ごしております。 また当初は1年間の予定ではありま
したが、教授からのお誘いもあり、もう1年延長してモントリオー
ルで研究を続けられることになりました。

最後になりますが、このような貴重な機会を与えていただきまし
た財団の皆様に厚く御礼申し上げるとともに、この助成金に込
められたご期待に応えられるよう精進することを誓いまして末
尾とさせていただきます。
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